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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・緊急連絡網について

　昨日、緊急連絡網を実施し10分で完了しました。今後、緊急事態があった場合も迅速に連絡網を回せるようにしていきましょう。

・SSTフォローアップ研修について

　明日、17時半から青陽館で行われますSSTフォローアップ研修へ参加される方は事前に心理チームへ連絡するようにして下さい。

・通信教育について

　日精協から通信教育の案内がきています。MCW・上級コース・基礎コースの通信教育を希望される方は、2/27(月)までに松橋SGMまで申し出て下さい。

・GAFについて

　今後、全患者様のGAFの点数について再度スタッフ間で検討し主治医へ確認していくようにしましょう。

＜患者様連絡事項＞

・五日市　規様～本日、昼食後に自室のベットに座りボーッとした様子あり訪室したスタッフへ「俺は恨まれる事はないんだけど」と話される事あります。幻聴の有無については、否定されており「言うなって言うから」「いろいろ言うとカルテに書くでしょ。」と話されています。異常体験に左右された突発的な行動に留意しましょう。

＜皮膚科診察＞

・井上　和美様～右下眼瞼にデルモゾールG軟膏塗布していましたが、治癒した為処置止めとなっています。

・五日市　規様～右足第1趾　デルモゾールG軟膏塗布の指示出ています。

※野沢Drより、処置の指示(ラップ保護等)が出ているものはちゃんと行うように指示が出ています。

＜呂Dr診察＞

　倉橋　生子様・木村　梅子様・法霊崎　恵子様・津嶋　イチ子様・金沢　洋子様の5名が内科診察を行っています。

＜要注目患者様＞

・菊地　明子様～表情冴えなさありますが、日課・プログラム取り組む事出来ています。余暇時は、ウォーキングをしており活動性の低下はありません。精神状態・日課・プログラムの取り組み状況を観察していきましょう。

・金沢　洋子様～対面時にまとまりない発言聞かれています。日課・プログラムは支障なく取り組む事出来ています。お母様へかける電話の内容が被害的な内容である為、電話をかけた前後の様子・回数・時間の観察・確認をしていきましょう。

・中居　松男様～気分の高揚さあり本人「人生の生きがいを見つけた」と話されている事あります。本人へ落ち着きのなさ・口数が多い事伝えていますが、現状を把握出来ていない様子あります。夜間の睡眠も早朝覚醒が多く不安定となってきています。周囲への干渉も見られていますので、他者とのトラブルに留意すると共に夜間の睡眠状況の観察・確認を行いましょう。

＜安ヶ平Drケースカンファレンス・診察＞

・元沢　政治様～最近、本人から顔面へ軟膏を塗布したいと希望が聞かれています。顔剃りを行い、顔が切れており赤くなっている事があります。今後、本人が髭剃りを借りに来た際、剃り方をスタッフが確認し必要であれば介入していきましょう。出来るだけ顔を傷つけないように使用して頂くよう介入しましょう。

　　　　　診察→顔剃りで顔面赤くなっている事主治医へ情報提供し、エルタシン軟膏1本臨時処方となっています。主治医より、傷つけないようあまり几帳面に剃らないこと伝え本人了解されています。

・大上　なみ様～昨日準夜帯の脱肛処置の際、肛門部周囲の皮膚が表皮剥離しており、少量の出血ありますが本人痛みはないと話されています。以前より、処置後に本人痒いと話されており皮膚が乾燥した状態となっていました。保清面について不十分さがありますので保清面への介入をしていきましょう。

　　　　　診察→肛門部の掻痒感・軽度の表皮剥離ある事、主治医へ情報提供しデルモゾールG軟膏が臨時処方となっています。掻痒時にデルモゾールG軟膏塗布となり、掻痒感持続するようであれば、毎日塗布するよう指示が出ています。

・中居　松男様～2/28(火)15時～16時まで松尾歯科受診の為外出希望あり許可となっています。

　　　　　診察→夜間の早朝覚醒・過干渉見られている事主治医へ情報提供しています。主治医より、夜間の睡眠はきちんととるよう伝え本人了解されています。松尾歯科受診について、主治医よりスタッフ付き添いか問われると「一人でも行ける」と話されています。本人より、同内容の訴え聞かれた場合はスタッフ付き添い必要な事説明しましょう。

・津嶋　イチ子様～本人より、起床時に腰痛があると訴え聞かれアスモロール1P臨時処方となっています。引き続き、疼痛の有無観察していきましょう。

・金沢　洋子様～突発的言動ある事主治医へ情報提供しています。診察時、落ち着きのなさあり独語聞かれています。体調の問いに「調子は良いです」とはっきりと話されています。引き続き、精神状態の観察を行っていきましょう。

· 上村　みわ様～診察を拒む事はありませんが、一方的に身長について「伸びないと困る。

時間の問題だって言われる。」と話し、帰宅要求も聞かれています。

　　　　　　　　　日課・プログラムの取り組み状況の観察・確認と併せ、所在確認も

　　　　　　　　　行っていきましょう。

＜自己服薬管理検討＞

・五日市　規様～2/20　就床前薬の際に夕食後薬を持ってきておりスタッフ声掛けしています。

　　　　　　　　注意力に欠けている様子が伺えますので服薬トラブルのないよう介入していきしましょう。

・大釜　万知様～服薬自己管理1週間管理となっています。チェック忘れがありスタッフ声掛けしています。

【導入検討】

　古川　富蔵様・林　田鶴子様・田野端　忠夫様

　それぞれ、導入に対し消極的な姿勢が見られています。各受け持ちスタッフは今後の生活設定を踏まえ、適宜関わっていくようにしましょう。

＜医療ガス勉強会＞

　医療ガスの実技を行っています。

　本日、実技を行わなかったスタッフは後日谷川Nsから声が掛かり個別で実施します。






















